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はじめに

このドキュメントでは、Cisco UmbrellaサポートによるUmbrellaローミングクライアントのトラ
ブルシューティング用にWindowsアプリケーションログをエクスポートする方法について説明し
ます。

前提条件

要件

このドキュメントに関する固有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、Cisco Umbrellaローミングクライアントに基づくものです。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

概要

Umbrella Roaming Clientに関する問題のトラブルシューティングを行う際、Cisco Umbrellaサポ
ートが標準診断の範囲外で追加データを収集することが重要な場合があります。Windowsでは、
イベントビューアのアプリケーションログで、マシンで何が行われているかを確認するのに最適
な場所の1つです。この記事では、Cisco Umbrellaサポートに提供できるように、これらを簡単に
エクスポートする方法について説明します。

イベントビューアのログのキャプチャ



この例ではアプリケーションログを使用していますが、このプロセスはCisco Umbrellaサポート
が要求できるEvent Viewerのログとほとんど同じです。

1. Startを選択します。

2. 検索ボックスに「Event viewer」と入力し始め、表示されたらEvent Viewerアプリを選択しま
す。
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3. イベントビューアが起動すると、左側のペインにカテゴリフォルダの一覧が表示されます。こ
のペインで、左側の三角形を選択してWindows Logsカテゴリを展開します。

4. ログ・タイプを右クリックします。この例では、Applicationを右クリックし、Save All Events 
Asを選択します。
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5. これにより、Saveポップアップが起動します。システムに保存しておくことができるログの保
存場所(デスクトップやドキュメントなど)を選択します。 名前を選択する前に、Save as typeド
ロップダウンをクリックして展開し、次のスクリーンショットのようにCSVを選択します。 
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6. ファイル名を追加して、Saveを選択します。 

7. Cisco Umbrellaサポートから追加のイベントログの提供を求められた場合は、ログのタイプご
とに手順3 ～ 5を繰り返します。

8. Cisco Umbrellaサポートチケットにファイルをアップロードします。ファイルが大きすぎてア
ップロードできない場合は、Cisco Umbrellaサポートに連絡してください。ファイルをアップロ
ードするための代替手段を提供することもできます。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


